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謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年元旦

当所正副会頭による鏡割り

（左：関野副会頭、中：塚本会頭、右：辻本副会頭）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
、
留
萌
商
工
会
議
所
の
事
業

推
進
に
あ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
十
一
月
、
留
萌
商
工
会
議
所

の
第
十
三
代
会
頭
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
が
、
諸
課
題
の
多
さ
に
、
あ
ら
た
め
て

責
任
の
大
き
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
、
当
会
議
所
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
再
構
築
の
た
め
、
各
部
会
を
中
心
と

し
た
体
制
へ
の
移
行
と
各
委
員
会
を
十

一
か
ら
六
に
集
約
し
た
体
制
の
整
備
を

図
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
さ
ら
に
部
会
や
委
員
会
と

の
連
携
を
密
に
し
て
、
地
域
の
活
性
化

と
中
小
事
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会

（
道
商
連
）
の
常
議
員
と
し
て
、
北
海
道
、

北
海
道
議
会
、
北
海
道
経
済
産
業
局
、

北
海
道
開
発
局
な

ど
と
情
報
交
換
を

行
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
連
携
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
地
方
に

今
、
重
い
課
題
を

投
げ
か
け
る
人
口

動
態
予
測
は
、
淡

い
期
待
を
裏
切
り
、

ほ
ぼ
予
定
通
り
に
進
展
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
地
方
創
生
に
特
効
薬
が
あ
る
訳
で
は

な
く
、
地
元
の
魅
力
・
特
色
を
見
つ
め

直
し
、
一
歩
一
歩
前
に
進
め
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　
今
、
歩
を
止
め
れ
ば
地
方
経
済
の
縮

小
の
ス
ピ
ー
ド
は
増
す
ば
か
り
で
す
。

　
日
本
全
体
で
は
、
約
二
十
年
間
で
中

小
企
業
の
経
営
者
年
齢
の
山
は
四
十
七

歳
か
ら
六
十
六
歳
へ
移
動
し
、
六
十
歳

以
上
の
方
の
約
半
分
は
「
後
継
者
が
い

な
い
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
若
い
経
営
者
層
（
年
齢
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）
で
は
、
売
上
高
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
経

済
界
そ
ろ
っ
て
若
い
経
営
者
を
育
て
る

機
運
を
盛
り
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
留
萌
市
に
お
い
て
も
、
有
能
な
若
い

経
営
者
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
後

継
者
問
題
は
人
口
減
少
と
表
裏
一
体
で

あ
り
ま
す
。

　
当
会
議
所
に
お
い
て
も
、
外
部
人
材

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政

に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
　
昨
年
は
、
留
萌
市
に
と
っ
て
「
市
制

施
行
七
十
年
・
開
港
八
十
年
」
と
い
う

節
目
の
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
中

で
も
六
月
に
実
施

い
た
し
ま
し
た
、

客
船
寄
港
事
業
に

お
き
ま
し
て
は
、

多
く
の
市
民
の
皆

様
に
客
船
の
魅
力

を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
合
わ
せ
て
「
留

萌
」
の
名
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加
に
繋
げ
ら

れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
国
内
の
経
済
状
況
は
、
雇
用
・
所
得

環
境
の
改
善
が
進
む
中
で
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

本
市
の
経
済
情
勢
は
、
依
然
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
わ
た
り

並
々
な
ら
ぬ
ご
心
労
の
こ
と
と
ご
推
察

の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、
兼
業
副
業
の
促

進
、
潜
在
的
経
営
者
の
開
拓
な
ど
の
伴

走
型
支
援
を
図
り
、
明
る
い
未
来
づ
く

り
の
た
め
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
深
川
・
留
萌
自
動
車
道
の
全

線
開
通
は
平
成
三
十
一
年
度
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
当
会
議
所
を
含
め
、
多
様

な
主
体
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
で
、
留
萌
地
域
へ
の
人
や
モ
ノ

の
流
れ
を
拡
大
さ
せ
、
地
域
活
性
化
に

繋
げ
る
重
要
な
年
に
な
り
ま
す
。

　
地
域
を
挙
げ
て
、「
お
も
て
な
し
」
の

心
で
多
く
の
観
光
客
を
迎
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
の
最
も
重
要
な
活
動
は
、

政
策
提
言
で
あ
り
ま
す
。
食
や
観
光
産

業
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
基
盤
強
化
、
港
や
交
通
基
盤
の
整
備

促
進
、
国
土
強
靱
化
の
よ
り
一
層
の
推

進
な
ど
、
道
商
連
と
も
連
携
し
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
皆
様
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

年頭
所感

世
代
を
繋
い
で
地
域
を
繋
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍
進
し
よ
う

留萌商工会議所
会　頭

塚　本　壽三郎

年頭
所感

〝
 
地
域
の
産
業
を
活
か
し
、

　
　
　
留
萌
の
魅
力
創
出
を
目
指
す
 
〟

留萌市長

高　橋　定　敏
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い
た
し
ま
す
。

　
道
内
で
も
屈
指
の
良
食
味
米
産
地
で

あ
る
「
南
る
も
い
産
米
」
で
す
が
、
こ

の
度
、
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合

会
で
主
催
し
ま
し
た
「
ゆ
め
ぴ
り
か
コ

ン
テ
ス
ト
二
〇
一
七
」
に
お
き
ま
し
て
、

予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
全
道
七
地
区
の

中
か
ら
留
萌
地
区
の
ゆ
め
ぴ
り
か
が
最

高
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
、

品
質
向
上
に
努
め
て
い
る
生
産
者
の
皆

様
の
姿
勢
に
は
頭
が
下
が
る
想
い
で
あ

り
、
改
め
て
留
萌
の
特
産
物
に
誇
り
を

持
ち
、
農
業
な
ど
の
地
場
産
業
の
振
興

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
を
強
く

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
留
萌
市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
将
来
に
向
け
た
健
全

で
安
定
的
な
財
政
構
造
を
確
立
す
る
た

め
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
十
年
間
を

見
据
え
た
「
第
六
次
留
萌
市
総
合
計
画
」

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
留
萌
経

済
の
再
生
を
目
指
し
、
安
全
で
安
心
な

生
活
の
向
上
を
図
り
、
私
た
ち
の
ふ
る

さ
と
留
萌
を
愛
し
、
次
世
代
へ
継
承
し

て
い
く
よ
う
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
留
萌
の
自
然
や
歴
史
・
文

化
を
守
り
、
市
民
の
皆
様
が
心
豊
か
に

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
市
政
を
進

め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
農

業
で
は
、
道
内
産

地
が
競
う
「
ゆ
め

ぴ
り
か
コ
ン
テ

ス
ト
」
に
お
い
て

留
萌
管
内
産
米

が
最
高
金
賞
に

輝
き
、
漁
業
で
は
、

タ
コ
、
ス
ル
メ
イ

カ
の
好
調
や
秋
サ
ケ
が
高
値
で
推
移
し

た
こ
と
も
あ
り
、
近
年
最
高
を
記
録
し

た
前
年
と
同
様
に
漁
獲
高
百
三
十
億
円

を
超
え
る
見
込
み
と
な
る
な
ど
、
明
る

い
話
題
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
台
風
十
八
号
や
急
速
に
発

達
し
た
低
気
圧
が
も
た
ら
し
た
強
風
に

よ
り
被
害
が
発
生
し
、
住
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
災
害
の
猛

威
と
普
段
の
備
え
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
留
萌
地
域
は
、
優
れ
た
食
味
の
米
を

は
じ
め
、
北
限
の
果
樹
や
ク
リ
ー
ン
な

野
菜
、
エ
ビ
や
ホ
タ
テ
と
い
っ
た
新
鮮

な
水
産
物
な
ど
食
の
宝
庫
で
あ
り
、
ま

た
、
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
の
美
し
い

景
観
、
海
鳥
の
楽
園
天
売
島
や
サ

フ
ォ
ー
ク
で
知
ら
れ
る
焼
尻
島
な
ど
、

小
さ
い
な
が
ら
も
キ
ラ
リ
と
光
る
資
源

が
数
多
く
存
在
す
る
地
域
で
す
。

　
振
興
局
で
は
、
黒
い
ダ
イ
ヤ
（
石
炭
）

と
黄
色
い
ダ
イ
ヤ
（
数
の
子
）
で
活
気

が
溢
れ
て
い
た
か
つ
て
の
「
交
易
」
と

「
く
ら
し
」
を
再
び
呼
び
戻
す
た
め
、
地

域
資
源
を
磨
き
上
げ
、
新
た
な
ダ
イ
ヤ

と
し
て
輝
き
放
っ
て
い
け
る
よ
う
「
域

内
消
費
の
増
加
」
と
「
地
域
外
に
売
り

込
む
」
の
両
輪
で
「
バ
イ
（
売
・
買
）

留
萌
」
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
道
内
外
の
多
く
の
人
た
ち
に
留
萌
地

域
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
、
或
い
は
関
わ

り
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
管
内
の

一
番
の
強
み
で
あ
る
「
食
」
を
中
心
に

知
名
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
平
成
三

十
一
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
深
川
・

留
萌
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を
見
据
え
、

管
内
自
治
体
や
経
済
団
体
な
ど
と
連
携

し
て
、
留
萌
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
観

光
客
を
呼
び
込
む
取
組
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
を
進
め
て
い
く
上
で

重
要
な
の
は
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
「
人
」

で
す
。

　
管
内
の
ど
の
産
業
に
お
い
て
も
人
手

不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
働
き
方
の
検
討
を
行
う
た

め
、
人
手
不
足
対
策
に
対
応
す
る
新
た

な
組
織
体
制
を
整
え
、
取
組
の
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
今
年
は
、
本
道
が
「
北
海
道
」
と
命

名
さ
れ
て
か
ら
百
五
十
年
目
の
節
目
の

年
で
す
。

　
道
で
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
歴
史
や
先
人
の
偉
業
を
振
り
返
り
、

感
謝
し
、
道
民
の
皆
様
と
節
目
を
祝
う

と
と
も
に
、
未
来
を
展
望
し
、
互
い
に

認
め
合
う
共
生
の
社
会
を
目
指
し
て
次

の
時
代
に
北
海
道
を
継
承
し
て
い
く
た

め
、
本
道
の
歴
史
や
文
化
な
ど
の
魅
力

を
道
内
外
に
発
信
す
る
取
組
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
留
萌
地
域
に
お
い
て
も
、
住
ん
で
い

る
人
が
地
域
に
誇
り
を
持
ち
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
ま
た
、
訪
れ
る
人
に
心
か
ら

素
晴
ら
し
い
地
域
と
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
皆
様
と
連
携
協
力
し
て

様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

希
望
に
あ
ふ
れ
る
輝
か
し
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

年頭
所感

地
域
資
源
を
磨
き
上
げ

　
 『
バ
イ
（
売
・
買
）
留
萌
』
を
展
開

北海道留萌振興局長

松　浦　　　豊



名
誉
顧
問

對
　
馬
　
健
　
一

名
誉
顧
問

原
　
田
　
丈
　
三

会

頭

留
萌
信
用
金
庫
理
事
長

塚
　
本
　
壽
三
郎

常

議

員

㈱
堀
口
組
会
長

堀
　
口
　
　
　
亘
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新
春
を
迎
え
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成

　
平
成
三三
十
年
 
元
 
旦

留

萌

商

工

会

議

所

名
誉
顧
問

堀
　
松
　
幹
　
夫

議

員

貝
森
工
業
㈱
社
長

貝
　
森
　
将
　
之

専
務
理
事

川
　
村
　
真
　
二

副

会

頭

㈱
中
央
ス
ー
パ
ー
社
長

辻
　
本
　
哲
　
也

副

会

頭

㈱
食
産
会
長

関
　
野
　
政
　
人

常

議

員

㈱
ハ
タ
ナ
カ
昭
和
社
長

畑
　
中
　
修
　
平

常

議

員

㈱
栄
進
堂
社
長

山
　
本
　
讓
　
二

常

議

員

㈱
加
藤
水
産
社
長

加
　
藤
　
泰
　
敬

常

議

員

澤
井
石
油
商
事
㈱
社
長

澤
　
井
　
篤
　
司

議

員

北
海
道
電
力
㈱
留
萌
営
業
所
長

中
　
井
　
祐
　
史

常

議

員

興
北
建
設
㈱
社
長

原
　
田
　
欣
　
典

常

議

員

堀
松
建
設
工
業
㈱
社
長

堀
　
松
　
一
　
郎

常

議

員

㈲
田
村
木
材
店
社
長

田
　
村
　
　
　
裕

常

議

員

三
協
建
設
㈱
社
長

堀
　
松
　
秀
　
樹

常

議

員

井
原
水
産
㈱
社
長

井
　
原
　
慶
　
児

議

員

㈱
北
海
道
銀
行
留
萌
支
店
長

宇
佐
美
　
勝
　
三

監

事

福
士
税
理
士
事
務
所
所
長

福
　
士
　
幸
　
子

常

議

員

㈲
豊
年
屋
商
店
社
長

渡
　
邊
　
裕
　
久

常

議

員

山
高
建
設
工
業
㈱
社
長

佐
　
藤
　
太
　
紀

常

議

員

㈱
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
社
長

西
　
谷
　
英
　
樹

常

議

員

白
鴎
印
刷
㈱
社
長

鈴
　
木
　
康
　
伸

常

議

員

㈲
元
町
ボ
デ
ー
工
業
社
長

中
　
川
　
修
　
光

監

事

㈱
フ
タ
バ
製
麺
社
長

仲
　
田
　
隆
　
彦

監

事

㈱
不
二
水
道
社
長

柳
　
澤
　
　
　
豊

常

議

員

㈱
錦
堂
社
長

大
　
石
　
昌
　
明

常

議

員

㈱
イ
バ
ヤ
シ
社
長

串
　
橋
　
伸
　
幸

議

員

留
萌
ヰ
ゲ
タ
港
運
㈱
社
長

井
　
上
　
貞
　
幸

議

員

㈱
浜
本
商
店
社
長

浜
　
本
　
浩
　
一

議

員

㈱
北
洋
銀
行
留
萌
支
店
長

米
　
澤
　
忠
　
祥
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名
誉
顧
問

古
　
野
　
洋
　
介

常

議

員

㈲
日
東
商
事
社
長

森
　
　
　
　
　
毅

議

員

フ
ル
ノ
電
気
工
業
㈱
社
長

古
　
野
　
晃
　
洋

議

員

㈱
矢
野
写
真
館
社
長

澤
　
田
　
知
　
明

議

員

医
療
法
人
社
団
心
優
会
留
萌
記
念
病
院
長

三
　
輪
　
英
　
則

議

員

安
達
産
業
㈱
社
長

安
　
達
　
　
　
仁

議

員

㈲
ル
・
モ
ン
ド
社
長

松
　
村
　
泰
　
年

議

員

㈱
萌
福
祉
サ
ー
ビ
ス
取
締
役
部
長

菊
　
池
　
美
佐
子

議

員

㈱
東
光
自
動
車
整
備
工
場
社
長

西
　
野
　
秀
　
保

議

員

㈱
光
和
自
動
車
整
備
工
場
社
長

宮
　
下
　
泰
　
裕

議

員

㈲
横
山
車
輌
部
品
商
会
社
長

横
　
山
　
都
　
美

議

員

モ
リ
モ
ト
家
具
店
代
表

森
　
本
　
隆
　
志

議

員

㈲
中
野
保
険
事
務
所
取
締
役

中
　
野
　
　
　
了

議

員

医
療
法
人
社
団
萌
仁
会
事
務
部
長

小
　
路
　
泰
　
孝

議

員

㈱
和
秀
社
長

居
原
田
　
隆
　
夫

議

員

㈱
浜
田
商
事
社
長

高
　
橋
　
理
　
佳

議

員

㈱
タ
ム
ラ
建
設
工
業
社
長

西
　
川
　
直
　
昭

議

員

鈴
木
水
産
㈱
社
長

鈴
　
木
　
博
　
英

議

員

㈲
北
海
道
新
聞
東
原
販
売
所
社
長

東
　
原
　
義
　
幸

議

員

㈱
北
交
産
業
社
長

沖
　
田
　
謙
　
司

議

員

㈱
笠
井
商
店
社
長

笠
　
井
　
裕
　
司

議

員

㈱
佐
々
木
時
計
店
社
長

佐
々
木
　
道
　
裕

議

員

白
鳥
建
設
工
業
㈱
社
長

堀
　
松
　
　
　
誠

議

員

㈱
千
成
家
社
長

長
　
内
　
敬
　
憲

議

員

出
澤
水
産
㈱
社
長

出
　
澤
　
太
　
幹

議

員

三
協
石
油
㈱
取
締
役
営
業
部
長

大
　
栗
　
昭
　
夫

議

員

ハ
ラ
ダ
工
業
㈱
代
表
取
締
役

藤
　
野
　
徹
　
弥

議

員

㈱
ホ
ー
ザ
イ
社
長

松
　
本
　
建
　
治

議

員

㈱
畠
山
電
気
工
業
社
長

畠
　
山
　
　
　
博

議

員

㈱
田
中
青
果
社
長

田
　
中
　
欽
　
也

議

員

㈱
髙
橋
建
設
社
長

髙
　
橋
　
秀
　
一

議

員

㈲
タ
ニ
薬
局
社
長

谷
　
　
　
泰
　
次

喪
中
に
つ

喪
中
に
 つ
きき

年
始
の
ご
挨

　
年
始
 の
ご
 挨
拶拶

ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま

ご
遠
慮
申
 し
上
 げ
 ま
 すす

喪
中
に
 つ
き

　
年
始
 の
ご
 挨
拶

ご
遠
慮
申
 し
上
 げ
 ま
 す

事
務
局

　
職

員

一

同

本
年
も
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す

　
平
成
三
十
年
　
元
旦

明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す
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加盟店

株式会社中央スーパー生活から学習を
くらし

留萌市錦町３丁目
TEL0164－42－0758

おいしさ

そして暮らしに美味を

　
当
所
議
員
会
（
加
藤
泰
敬
会
長
）
の

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
十
二
月
四

日
　
午
後
六
時
か
ら
留
萌
産
業
会
館
で

（月）
開
催
さ
れ
、
当
所
役
議
員
及
び
夫
人
と

来
賓
あ
わ
せ
て
五
十
七
名
が
参
加
し
た
。

　
会
場
に
は
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
の
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
た
ほ
か
、

今
年
も
「
オ
ロ
ロ
ン
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
・
サ
ー
ク
ル
」
の
協
力
で
、
大
小
色

と
り
ど
り
の
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
で
会
場

を
華
や
か
に
装
飾
し
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー

ド
を
演
出
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

留
萌
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
演
奏
や
部
員
に
よ
る
合
唱
を
堪

能
し
た
他
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
役
議

員
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
た
。

議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会
クククククククククク
リリリリリリリリリリ
スススススススススス
ママママママママママ
スススススススススス
パパパパパパパパパパ
ーーーーーーーーーー
テテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィ
ーーーーーーーーーー
をををををををををを
開開開開開開開開開開

議
員
会
ク
リ
ス
マ
ス
パ
 ー
テ
 ィー
を
開
催催催催催催催催催催催

第
６
回
会
員
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

第
６
回
会
員
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催催

１
７
０
人
が
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽

１
７
０
人
が
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
しし
むむ

留
萌
市
勤
労
者
共
済
会

リ
ー
や
電
飾
な
ど
が
飾
ら
れ
、

中
川
理
事
長
が
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
衣
装
を
身
に
ま
と

い
「
今
日
は
飲
ん
で
食
べ
て

語
り
合
い
、
明
日
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

挨
拶
し
た
後
、
同
共
済
会
顧

問
の
中
村
留
萌
市
地
域
振
興

部
長
の
乾
杯
で
パ
ー
テ
ィ
ー

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
ク
リ

ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
料
理
や

ケ
ー
キ
が
並
べ
ら
れ
、
お
酒
等
を
飲
み

な
が
ら
参
加
者
は
会
員
同
士
の
交
流
を

深
め
て
い
た
。

　
テ
ー
ブ
ル
対
抗
ゲ
ー
ム
で
は
「
目
指

せ
イ
チ
ロ
ー
！
背
面
キ
ャ
ッ
チ
！
」
と

題
し
て
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
歓
声
が

沸
い
て
い
た
。
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
引
換
券
、
お
菓
子
詰
合
せ
等
が

当
た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
ひ
と
足
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
く
過
ご
し
た
。

　
留
萌
市
勤
労
者
共
済
会

（
中
川
修
光
理
事
長
）主
催

の
第
六
回
会
員
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
「
ち
ょ
っ
と
先
取

り
 
ひ
と
足
は
や
い
ク
リ

ス
マ
ス
」
が
十
二
月
八
日

　
午
後
六
時
三
十
分
よ
り

（金）留
萌
産
業
会
館
で
開
催
さ

れ
、
会
員
約
百
七
十
名
が

参
加
し
、
ひ
と
足
早
い
ク

リ
ス
マ
ス
を
楽
し
ん
だ
。

　
本
事
業
は
会
員
相
互
の

親
睦
を
目
的
に
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
事
業
で
会
場
内
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

　
当
所
の
「
明
る
い
街
づ
く
り
事
業
」

の
一
環
と
し
て
「
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
　
る
も
い
」
が
、
今
年
は

ｉｎ

十
二
月
二
十
一
日
　
、
会
場
を
蛇
の
目

（木）

寿
司
向
錦
町
二
丁
目
特
設
会
場
に
移
し

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
点
灯
初
日
の
午
後
四
時
か
ら
、
塚
本

会
頭
、
辻
本
副
会
頭
、
堀
松
地
域
振
興

ま
ち
づ
く
り
委
員
長
他
商
工
会
議
所
関

係
者
と
、
留
萌
中
央
商
店
街
振
興
組
合

佐
々
木
道
裕
理
事
長
が
出
席
し
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
た
。
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
塚
本
会
頭
が
「
今
年
も

本
事
業
が
多
く
の
関
係
者
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
こ
の
場
所
で
実
施
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
、
ま
ず
は

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
こ
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
光
が
、
商
店
街
を
明
る

く
照
ら
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始

に
商
店
街
を
訪
れ
る
多
く
の
市
民
の
皆

様
に
、
少
し
で
も
明
る
い
夢
を
与
え
る

事
が
出
来
れ
ば
幸
で
す
」
と
挨
拶
を

行
っ
た
。　

　
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

は
今
年
で
十
四
回
目
と
な
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

約
四
千
個
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
ツ
リ
ー

街
角
を
彩
る
光
の
ツ
リ

街
角
 を
 彩
る
光
の
 ツ
リ
ーー

ホ
ワ
 イ
ト
 イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
 　
 る
も
い

ｉｎ

型
三
本
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
他
に
、

雪
だ
る
ま
や
小
型
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

も
置
か
れ
、
会
場
周
辺
は
色
鮮
や
か
で

幻
想
的
な
雰
囲
気
が
広
が
っ
て
い
た
。

展示会や諸会議に

便利で使いやすい

産業会舘をご利用下さい

冷 暖 房 完 備

■申込み、お問い合せは
留萌商工会議所業務課へ

緯42-2058
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▽
金
融
　
四
件
（
マ
ル
経
　
四
件
）

▽
経
営
一
般
　
四
十
件
▽
経
営
革
新
　

一
件
▽
税
務
　
四
件
　
▽
労
働
　
二
十

七
件
　
▽
計
七
十
六
件
。

相

談

件

相
　
談
　
件
　
数数

　
　
月

１２

　
留
萌
警
察
官
友
の
会

（
辻
本
哲
也
会
長
）
で
は
、

恒
例
の
本
署
と
交
番
・

駐
在
所
の
慰
問
を
十
二

月
二
十
日
　
に
実
施
し

（水）

た
。
　
こ
れ
は
、
日
頃
地
域

の
治
安
に
精
一
杯
努
力

さ
れ
て
い
る
警
察
署
員

と
駐
在
所
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
警
察
署
員
の
夫

人
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
末
年
始
の
犯
罪
防

止
と
治
安
維
持
の
た
め
更
な
る
活
躍
を

願
う
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

　
当
日
は
、
本
署
の
慰

問
を
初
め
に
実
施
し
、

辻
本
会
長
か
ら
大
矢
雅

彦
警
察
署
長
に
年
末
年

始
の
犯
罪
防
止
と
治
安

維
持
の
お
願
い
を
し
慰

問
品
を
贈
っ
た
。

　
そ
の
後
、
交
番
・
駐

在
所
の
慰
問
を
実
施
し
、

辻
本
会
長
他
五
名
の
役

員
が
参
加
、
午
前
・
午

後
の
部
に
分
か
れ
増

毛
・
小
平
な
ど
の
交
番
・
駐
在
所
十
ヶ

所
を
廻
り
、
行
く
先
々
で
慰
問
品
を
手

渡
し
日
頃
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

本
署
と
交
番
・
駐
在
所
の
慰
問
を
実
施

　
留
萌
市
暴
力
追
放
運
動
推
進
協
議
会

（
對
馬
健
一
会
長
）
で
は
、
冬
の
暴
力
追

放
運
動
街
頭
啓
発
を
留
萌
市
防
犯
協
会

（
原
田
欣
典
会
長
）
と
共
催
で
、
十
二
月

十
五
日
　
午
後
五
時
か
ら
對
馬
会
長
・

（金）

原
田
防
犯
協
会
長
・
大
矢
警
察
署
長
他

両
会
の
役
員
や
関
係
者
三
十
名
が
参
加

し
て
市
内
錦
町
の
る
も
い
プ
ラ
ザ
前
や

中
央
ス
ー
パ
ー
前
な
ど
に
分
か
れ
て
、

道
行
く
市
民
に
運
動
の
目
的
を
書
い
た

チ
ラ
シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

を
手
渡
し
「
街
か
ら
暴
力
を
追
放
し
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
運
動
期
間
中
、
留
萌
市
役
所

や
警
察
署
な
ど
に
暴
力
追
放
の
懸
垂
幕

や
商
店
街
に
立
看
板
を
掲
示
し
、
市
民

に
暴
力
追
放
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬
のののののののののの
暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴
力力力力力力力力力力
追追追追追追追追追追
放放放放放放放放放放
運運運運運運運運運運

冬
の
暴
力
追
放
運
動動動動動動動動動動動街街街街街街街街街街

頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓
発発発発発発発発発発
運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動
をををををををををを
実実実実実実実実実実

街
頭
啓
発
運
動
を
実
施施施施施施施施施施施

　
留
萌
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、
昼
間

の
お
仕
事
が
忙
し
く
留
萌
中
小
企
業
相

談
所
へ
来
所
で
き
な
い
経
営
者
・
創
業

予
定
者
の
方
に
、
十
二
月
十
四
日
　
午
（木）

後
六
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
「
夜
間
金

融
・
経
営
相
談
室
」
を
設
置
し
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
旭
川
支
店
国
民
生
活
事

業
部
の
融
資
担
当
者
と
当
所
経
営
指
導

員
が
経
営
全
般
や
年
末
調
整
、
税
務
、

金
融
等
の
相
談
に
応
じ
た
。

留
萌
中
小
企
業
相
談
所

夜
間
金
融
・
経
営
相
談
を
実
施

１１月留萌港入出貨物
【積荷合計 ３隻】
　・カラ・トド松丸太（国内） ４隻　 ５，６９４逢
　・小麦　　　　　１隻　 １，５００K/T
【揚荷合計 ２８隻】
　・製材　　 　　 １隻　　 ２９０逢
　・石炭（輸入） 　２隻　５４，３４５K/T
　・輸入ＡＳ　　  １隻　 １，４００K/T
　・融雪剤　  　　１隻　 ２，３００K/T
　・セメント　  　５隻　１４，９０２K/T
　・塩　　　　  　２隻　 １，６２７K/T
　・砂　　　　  　１隻　 １，５００K/T
　・油　　 　１５隻（内航）６０，２１０K/L

放
運
動
推
進
協
議
会
街
頭
啓
発
▽
　
日
１８

　
観
光
お
も
て
な
し
委
員
会
正
副
委
員

長
会
議
▽
　
日
　
留
萌
警
察
官
友
の
会

２０

本
署
と
交
番
・
駐
在
所
慰
問
▽
　
日
　

２１

ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

▽
　
日
　
観
光
お
も
て
な
し
委
員
会

２７

　
▽
１
日
　
商
店
街
区
除
排
雪
に
関
す

る
懇
談
会
▽
４
日
　
留
萌
市
経
済
活
性

化
懇
談
会
・
議
員
会
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
▽
５
日
　
青
色
申
告
決
算
説
明

会
▽
６
日
　
広
報
委
員
会
▽
８
日
　
第

四
回
総
務
運
営
委
員
会
・
留
萌
市
勤
労

者
共
済
会
会
員
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
▽
　１１

日
　
第
二
師
団
長
野
澤
陸
将
を
囲
む
会

▽
　
日
　（
一
社
）
留
萌
地
方
法
人
会
各

１２
支
部
事
務
局
打
合
会
議
▽
　
日
　
留
萌

１３

間
税
会
役
員
会
▽
　
日
　
夜
間
金
融
・

１４

経
営
相
談
室
▽
　
日
　
留
萌
市
暴
力
追

１５

業

務

日

業
　
務
　
日
　
誌誌

　
　
月

１２

◎手形交換・不渡 留萌金融協会

不　渡　実　績交　　換　　高

不 渡 金 額枚　数交 換 金 額枚　数

０千円０枚８５８百万円３３２枚１１月

◎預　金 （単位：百万円）

総　額その他定期預金普通預金等当座預金

１１８，８７７１，１７４６８，２２５４６，１８０３，２９８１１月

◎貸　出 （単位：百万円）

総　額その他当座貸越手形貸付割引手形

５８，２８５４７，０８３７，４８３３，３７６３４３１１月
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留萌商工会議所　入会のご案内
　商工会議所は、多くの企業が会員として加入されることにより、地域総合経済団体として企

業の発展と地域産業の振興を図るための活動が高まります。皆様のご入会をお待ちしています。

【入会資格】

　留萌市内で引き続き６カ月以上事業を営んでいる商工業者（法人・個人問わず）であれば規模・

業種・本・支店問わず入会頂けます。

【入会メリット】

〇経営指導員がいつでも相談に応じます。

　記帳や決算・運転資金や設備資金借入のご相談

　各種補助金や事業計画のご相談等

〇便利な各種共済制度に加入できます。

　小規模企業共済・中小企業退職金共済制度等

〇事務代行業務

　労働保険に関する資格取得・資格喪失手続き事務代行

焔年会費について
　１口５，０００円（３口目からは３，０００円）

　法人事業所は２口１０，０００円以上

焔入会方法
入会申込書にご記入頂きお申込み下

さい。

※当所ホームページから入会申込書

をプリントアウトできます。

　URL  http://www.rumoi.or.jp

自己ＰＲ保有資格・免許希望職種希望業種
退職

年月
No.

　本部勤務が長かった事から、デス
クワーク及び対人関係には自信があり
ます。また、地形や気象の状況に
あった運転もできます。

大型、大特、
けん引、２級ヘル
パー、建設機械、
フォークリフト

送迎運転手サービス業
H ３０.５①

　積極かつ誠実に勤務してきました。
明朗かつ几帳面な性格で幅広く人間
関係を保ちます。

大型２種、大特、
玉掛け、
車両系建設機械

運転手
職業指導
事務員

運輸業
サービス業
製造業

H ３０.６②

　自衛隊で培った体力と知識及び運
転手としての、安全運転技能を活用
できると考えています。

大型、大特、
けん引、
フォークリフト

運転手運輸業H ３０.９③

　自衛隊で培った体力、責任感、事
務経験を活かし、今後の再就職で活
躍できると思います。

大型、
クレーン５ｔ未満、
玉掛け

生産工員
倉庫管理
製造員

林業
サービス業
サービス業

H ３０.１０④

　自衛隊で培った体力と事務能力及
び調整能力は再就職で活用できると
思っています。

大型、大特

用務員
倉庫管理
営業員

公務団体
サービス業
サービス業

H ３０.１０⑤

　自衛隊で培った体力と事務能力及
び調整能力は再就職で活用できると
考えます。

大型、大とく、
けん引、
防火管理者、
１級ボイラー

施設管理
総裁関係
倉庫管理

公務団体
サービス業
サービス業

H ３０.１０⑥

　自衛隊で培った体力と気力が充実
しており、あらゆる環境にも耐える能
力があると自負しています。

大型、大特、
けん引

運転手
生産工員
生産工員

運輸業
農林業
製造業

H ３１.２⑦

　
当
所
で
は
、
地
域
振
興
の
原
動
力
と

な
る
就
労
人
員
の
拡
大
を
図
る
為
、
自

衛
隊
退
職
者
の
雇
用
促
進
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
広
く
賛
同
者
を
募
っ
て
お
り

ま
す
。

　
次
に
紹
介
す
る
七
名
の
方
々
は
、
平

成
三
十
年
度
定
年
退
官
者
で
留
萌
管
内

に
就
職
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
所
の
自
衛
隊
退
職
者
の
再
雇
用
活

動
に
ご
理
解
を
頂
き
、
雇
用
促
進
と
雇

用
情
報
の
提
供
に
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
細
部
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

は
当
所
業
務
課
（
四
二－

二
〇
五
八
）

ま
た
は
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
道

北
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
留
萌
分
室
（
四

二－

二
六
五
五
内
線
五
七
〇
）
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

平
成
三
十
年
度

管
内
就
職
希
望
予
定
者

地
域
振
興
に
自
衛
隊
退
職
者
を
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１月・２月
留萌商工会議所及び市内行事予定

１月９日 　焔平成３０年 新年交礼会

１月１２日 　噛一般社団法人留萌青年会議所

　　　　　　　新春の集い

１月１３日 　噛平成３０年留萌駐屯地 新春交礼会

１月１７日 　焔留萌商工会議所青年部 新年会

１月２１日 　噛ふなばイングリッシュキッチン

１月２５日 　焔税務協力団体合同新年税務懇談会

噛ふなばおとなのイングリッシュキッチン

１月２８日 　噛ふなば学校「イグルー基地づくり」

噛留萌駐屯地音楽まつり

１月３０日 　噛留萌市国際交流協会　 新年交礼会

２月３日 　噛オロロン・スノーパラダイス２０１８

　～４日 

２月１０日 　噛ふなば学校「雪山アドベンチャー」

梢火

梢金

梢土

梢水

梢日

梢木

梢日

梢火

梢土

梢日

梢土

焔…商工会議所関連行事　噛…市内行事

※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催
者へお問合せ下さい。

　
留
萌
間
税
会
（
堀
口
亘
会
長
）
は
、

消
費
税
を
通
し
て
税
金
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

留
萌
税
務
署
管
内
（
初
山

別
以
南
六
市
町
村
）
の
十

一
校
合
わ
せ
て
二
百
八
十

六
名
の
中
学
三
年
生
に
、

消
費
税
（
付
加
価
値
税
）

を
導
入
す
る
百
五
十
二
カ

国
の
消
費
税
率
を
わ
か
り

や
す
く
世
界
地
図
で
表
示

し
た
「
世
界
の
消
費
税
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
を
各
市

町
村
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
贈
呈
し
た
。

　
ま
た
、
十
二
月
十
三
日
　
午
後
三
時

（水）

三
十
分
か
ら
留
萌
市
役
所
教
育
長
室
で

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
堀
口
会
長
が
「
こ

の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
通

し
て
中
学
三
年
生
が
消
費

税
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
、
早
川
隆
教

育
長
に
市
内
三
校
合
わ
せ

て
百
三
十
四
人
分
の
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
と
「
国
の
財

政
と
消
費
税
の
役
割
」
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
し

た
。
　
留
萌
間
税
会
で
は
、
来

年
度
以
降
も
同
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど

の
贈
呈
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

留
萌
間
税
会

中
学
三
年
生
に
世
界
の
消
費
税
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配
布

晦

界

海

皆

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

　「
広
報
活
動
」
と
は
、
単
に
「
外
」

へ
の
周
知
や
宣
伝
活
動
的
な
も
の
だ

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に

調
べ
て
み
る
と
自
分
が
思
っ
て
い
た

「
広
報
」
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
る

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

「
外
」
へ
伝
え
る
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
ま
ず
は
「
内
」
に
知
っ
て
も
ら

う
事
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し

た
。
今
年
度
は
主
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
て
広
報
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
情
報
発
信
が
足
り

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
誰
も
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
で
き
る
今
、
自

ら
情
報
を
発
信
し
た
り
、
知
り
た
い

情
報
が
す
ぐ
に
入
っ
て
く
る
な
ど
メ

リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
反
面
、
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ネ
ッ

ト
上
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
る
事
実
は
と
て
も
悲
し
い
で
す

よ
ね
。

　
今
年
度
も
残
り
三
ヶ
月
余
り
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
後
は

透
明
性
を
重
視
し
、
も
っ
と
も
っ
と

活
動
内
容
を
オ
ー
プ
ン
と
し
た
広
報

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
会
員
紹
介
も

ド
ド
ン
！
と
掲
載
し
て
い
く
の
で
皆

さ
ん
見
に
来
て
下
さ
い
ね
。

　
広
報
渉
外
室
室
長串
　
橋
　
郁
　
緑

 
 留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

No.６５
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営

映
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
二
〇
一
八
年
度
一
般
社

団
法
人
留
萌
青
年
会
議
所
理
事
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
伊
藤
俊

輔
と
申
し
ま
す
。
本
年
の
留
萌
青
年

会
議
所
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
志
高
く
」

～
未
来
を
創
る
の
は
人
の
力
～
と
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
未
来
に
希
望
を

見
出
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

現
在
に
お
い
て
、
私
達
若
者
世
代
が

未
来
に
対
し
夢
を
持
ち
、
志
を
持
っ

て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
未
来
の
マ

チ
を
創
造
す
る
唯
一
の
手
段
だ
と
考

え
ま
す
。
私
達
が
住
み
暮
ら
す
地
域

が
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
お
い
て
、

ど
の
様
に
あ
る
べ
き
か
を
想
像
し
、

自
分
達
が
思
い
描
く
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

に
向
か
っ
て
、
そ
の
過
程
の
一
つ
ひ

と
つ
を
大
切
に
し
な
が
ら
覚
悟
を

持
っ
て
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
マ
チ

に
必
要
と
さ
れ
る
政
策
事
業
や
六
十

二
年
間
紡
が
れ
て
き
た
こ
の
組
織
を

発
展
さ
せ
、
こ
の
マ
チ
の
未
来
を
創

造
す
る
た
め
一
年
間
志
高
い
運
動
を

展
開
致
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
や
各
関
係
諸
団
体
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
本
年
度
も

一
年
間
、
各
方
面
で
の
ご
協
力
頂
き

ま
す
こ
と
を
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
理
 事
 長伊

　
藤
　
俊
　
輔

一
般
社
団
法
人

　
留
萌
青
年
会
議
所

No.１５３
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中
小
企
業
相
談
所
だ
よ

中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
りり

企
業

情

企
  業
　
　
 情
  報報

徳

『源泉所得税の
納期の特例』

納付期日は

1/22まで
手続きはお早めに

※マイナンバーが必要となります ！

№ 63

労働保険でお悩み の 方
留萌商工会議所の

労働保険事務組合に

事務委託しませんか。

●委託できる事務の範囲
　労働保険事務組合が処理できる労働保険事
務の範囲はおおむね次のとおりです。
①概算保険料、確定保険料などの申告および
納付に関する事務
②保険関係成立届、雇用保険の事務所設置届
の提出等に関する事務
③労災保険の特別加入の申請等に関する事務
④雇用保険の被保険者に関する届出等の事務
⑤その他労働保険についての申請、届出、報
告に関する事務

【当所の会員事業所が対象となります。
　　　詳しくは ＴＥＬ ４２ － ２０５８へ】
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本年も駅前商店街 を 
　　　　　　よろ しくお願い し ます 。

留萌駅前大通商店街振興組合
理 事 長　石　井　久　夫

副理事長　田　中　欽　也

会　　計　中　村　三貴子

副理事長　鉢　呂　良　一

副理事長　江　口　　　元

監　　事　田　中　　　基

副理事長　笠　井　裕　司

専務理事　髙　梨　浩　志

監　　事　工　藤　慶　一

留萌神社下商店街振興組合

「高齢化社会に対応した
　　　　 　商店街づくりをめざす」

顧　　問　寺　西　保　博

副理事長　日下部　　　明

理　　事　渡　邊　裕　久

監　　事　塚　本　隆　史

理 事 長　辻　本　哲　也

専務理事　室　本　直　俊

理　　事　森　本　隆　志

監　　事　森　　　義　和

副理事長　森　　　俊　二

会計理事　寺　西　政　人

理　　事　高　田　英　雄

留萌三番街商店街振興組合
理 事 長　関　口　秀　二

副理事長　森　下　康　宣

専務理事　土　田　悦　也

理　　事　伊　藤　則　子

副理事長　佐　伯　千恵子

理　　事　松　村　孝　二

事務局　留萌市錦町３丁目 ＴＥＬ４３－２６５４

おいでよ  彩 ど り発進 タ ウ ン 三番街商店街
いろ

留萌中央商店街振興組合

事務局　留萌市錦町２丁目るもいプラザ内（中央商店街事務局） ＴＥＬ４３－４２２０

お手伝い す る 街、 みんなの“中心街”
今年もよろしくお願い申し上げます。

理 事 長　佐々木　道　裕
理　　事　奥　　　俊　信
理　　事　東　　　一　雄
監　　事　門　脇　　　敬

副理事長　村　田　竜　志
理　　事　佐々木　義　雄
理　　事　酒　井　幸　彦
監　　事　八　幡　洋　子

専務理事　佐々木　博　史
理　　事　中　出　敏　彦
理　　事　玄　番　俊　夫



　
代
表
の
工
藤
博
仁
氏
は
小

平
町
出
身
。
市
内
の
水
産
加

工
会
社
で
勤
務
し
た
後
、
三

十

歳
の
時
に
「
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

ヴ
ォ
ー
グ
」を
開
業
し
ま
し
た
。

　
気
軽
に
立
ち
寄
る
事
が
で
き
る
お
店

と
し
て
、
い
つ
も
楽
し
い
マ
ス
タ
ー
や

明
る
い
女
の
子
が
、
明
日
の
仕
事
の
活

力
と
な
る
よ
う
な
接
客
を
し
て
い
た
だ
け
る
お
店
で
す
。

ま
た
、
マ
ス
タ
ー
の
趣
味
は
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
観
戦
で
、

女
子
ジ
ャ
ン
プ
後
援
会
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

　
店
内
は
最
大
五
十
名
ま
で
対
応
で
き
、
カ
ラ
オ
ケ
や
飲

み
放
題
プ
ラ
ン（
二
，五
〇
〇
円
～
）
等
、
お
一
人
様
か
ら
グ

ル
ー
プ
等
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
お
店
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
新
年
会
な
ど
、「
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
ヴ
ォ
ー
グ
」
を
是

非
ご
利
用
下
さ
い
。

員紹介 コー ナ ー会
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２
／
８
牙
　「
一
日
公
庫
」金
融
相
談
会
開
催
鎧
　
※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
 へ
申
し
出
下
さ
い
。

噛会員紹介コーナーに掲載を希望される会員事業所様は当所 鼓 ４２－２０５８ までお問合せ下さい。

代　表

工藤　博仁 氏

楽しく飲んで

　「明日の仕事の活力」に

Ｃ Ｌ Ｕ Ｂ ヴ ォー グ

解

廻

塊

快
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胸自分のＰＲポイント
　一度決めたことは、最後ま

で諦めないで取り組むように

しています。

胸現在の担当業務
　電話対応や書類作成などの

事務作業。

胸現在の課題
　頼まれた仕事をミスのないよう素早く行う。

胸今後の目標
　色々なことに挑戦して趣味や特技を増やしたい！！

胸留萌の好きな所、もの
　黄金岬から見える景色がとてもきれいで好きです。

フレッシュひろフレッシュひろばば

ハラダ工業株式会社

成　澤　美　月　さん
（留萌市出身 ・ １９歳）

留萌市開運町２丁目
　　Ｙ Ｓ ド リームビル１階
始 0164－42－1009
営業時間／ ２０：００～１：００
席　数／５０席
定休日／日曜日
カード利用可

ホワイトイルミネーションホワイトイルミネーション ｉｎｉ ｎ るもいるもい

※行事予定は９ページに移動しました。

Ｑ ＆ Ａ コ ー ナ ー
商工 会 議所 No.60

商工会議所について毎月お答えし ま す。

新しく会計ソフトを導入
したいのですが何かい
いソフトはないですか？

はい。ＭＦクラウドがあ
ります。

どういった会計
ソフトですか？

ＭＦクラウドでは導入
コストが安く業務の効
率化がはかれます。
詳しくは「かいぎしょ
Ｎｅｗｓ１月号」１０ペー
ジをご覧下さい。


